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•  健全な水環境の創造と持続可能な水システムの構築を
目指して、湖沼 ‐ 河川 ‐ 流域 ‐ 沿岸海域の水環境
に関する研究を進めている。

• 水理・水質現象の科学的な機構解明にとどまることな
く、実際の環境施策に資する工学研究であることを重
視している。

• 人口減少や気候変動といった非制御系要因の影響を明
らかにした上で、水環境の制御可能性と限界を定量的
に示したい。
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研究手法
現地観測，室内実験，数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ，人工知能（AI）

水環境
保全・再生・創造

土木・環境分野、社会基盤

都市水環境の健全化と管理に資する工学研究
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製品やサービスシステムの開発からまちづくりまで、シス
テムのデザインには様々な領域の知識を統合して取り組む
必要があります。それに向け、知識モデリングや深層学習、
大規模言語モデルなどの人工知能技術を援用したシステム
デザイン法を、企業や行政とも連携して研究しています。
具体的には、技術文書からの設計概念抽出と発想支援法、
システム・オブ・システムズのための複雑系モデリングと
数理計画法、複合領域システムの知識管理型モデルベース
開発環境、持続可能社会のシナリオ作成のためのモデルベー
ス・フューチャー・デザイン法、などの研究を行っています。

製品設計開発、社会システムデザイン

AI の援用によるシステムデザインの方法論
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＃設計工学 ＃システムデザイン ＃知識マネジメント ＃モデルベース開発 ＃システム・オブ・システムズ
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